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『個人情報の保護』
· 個人情報保護法の源になった原則
OECD（経済協力開発機構）が1980年に発表した8原則

（1） 収集制限の原則

いかなる個人データも適法かつ公正な手段によって本人の同意を得て収集されるべきである。

（2） データ内容の原則

個人データはその利用目的に沿ったもので正確完全かつ最新のものに保たれなければならない。

（3） 目的明確化の原則

収集目的は収集時に速やかに明確にされその後のデータ利用は当該目的の範囲内に限定される。

（4） 利用制限の原則

明確化された目的以外の目的のために開示利用されるべきでない。

（5） 安全保護の原則

データの紛失不当なアクセス・破壊・使用・修正・開示等の危険に対して合理的な安全保護措置を設ける。

（6） 公開の原則

個人データに関する開発運用および政策について一般的に公開されていなければならない。

（7） 個人参加の原則

自己に関するデータへのアクセス異議の申し立てデータの修正・消去等について権利を有する。

（8） 責任の原則

データ管理者は以上の諸原則の実施に対して責任をもっている。

· 平成17年４月１日「個人情報保護法」が全面施行
個人情報とは「■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■」のことです。

具体的には 「■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■」

特殊な例は 「ATMの防犯カメラ等に記録された■■■■■■■■■■・音声情報」

死亡者でも 「遺族等の■■■■■■■■■■■■■■■は対象となります」
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· メールアドレスを例とした個人情報
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· 「個人情報保護法」の対象者と概要
この法律は、■■■■■■■■■■■■■です。

１．民間の事業者の個人情報の取り扱いに関して、

　 ■■■■■■■■■■■■■です。

２．事業者が、事業等の分野の実情に応じ、

　　■■■■■■■■■■■■■しています。

· 事業者のやるべきこと
「個人情報取扱事業者」は■■■■■■■■■■■■■に従い、個人情報の■■■、■■■、■■■、等に、義務を負います。

· 「個人情報取扱事業者（法の対象となる者）」の定義
取り扱う個人情報（■■データに加え、■■データ、■■■■データを含む■■■■■データ）が、■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■は、「■■■■■■■■■」となります。
· 「事業者」の定義
営利事業だけではなく、■■■■■■■■■■■、継続的に個人情報を扱う場合には、「個人情報取扱事業者」となります。

例 ： ネット販売でダイレクトメールを送る■■■■■■■■を超えれば対象となる。

例 ： ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■場合は対象となる。

· 事業者が負うべき義務１（個人情報を収集する時）
１．■■■■■■■■■■■■■■■■を本人に通知し、■■を得なくてはならない。

２．■■■■■■■■■■■■しなくてはならない。

例 ： 「お客様に対する■■■■■■の為に利用します。」×

例 ： 「■■■■■■■■■■に利用します。」○

例 ： 「■■■■■■■■■■■■■■■に利用します。」○

３．■■■■■による取得は禁止　

例 ： 親の同意のない判断能力の無い■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

· 事業者が負うべき義務２（取得後の取り扱い）
１．■■■■■■■は禁止

例 ： アンケートに答えると賞品がもらえます、という利用目的で取得した個人情報をもちいて商品の販売宣伝や勧誘に、もちいることは禁止。

２．■■■■■にはあらかじめ■■■■■が必要

例 ： 「入力して頂いた情報は、■■■■■■■■■。」○

例 ： 「静岡産業大学 情報学部、■■■■■■■■■のご案内に利用致します。」○

例 ： 販売業者が、■■■■■■■■■■■■■■■■■ことは第三者提供にあたらない。

例 ： 個人情報を紙で収集した際、外部業者に■■■■■■■■■■■のは第三者提供にあたらない。

· 事業者が負うべき義務３（従業者の監督）
個人情報保護法には「■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■」と定められています。ここでいう従業者とは■■■だけでなく、■■■■・■■■■■・■■■■・■■■■・■■■■■も含まれます。

例 ： 個人情報の入ったPCの■■■■■■・■■■■■■■■■■■の取得

例 ： 個人情報をとりあつかう場所に■■■■■を設置する

例 ： ■■■に対し、個人情報の■■■■、■■■■■■■■■、■■■■■■■の記入、等をもとめる。

従業者以外の、■■■■■■■■■■■にも注意。

例 ： 掃除のおじさん・コピー機の修理屋さん・お弁当屋さん

· 事業者が負うべき義務４（委託先の監督）
（委託先：入力依頼・配送依頼、等）

個人情報保護法には「■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■」と定められています。そこで、委託契約書、等で以下の項目を明確にする必要があります。

・ 個人情報の利用の制限

・ 個人情報に関する秘密保持

・ 個人情報の安全管理措置

・ 個人情報の再委託に関する事項

・ 委託契約終了時、個人情報の返却及び消去

·  委託先の個人情報保護責任者

·  個人情報漏洩が発生した時の連絡体制

· 個人情報の５つのステージと注意点
『■■ / ■■』
個人情報■■■■■■■に関して

　↓

個人情報■■■■（PC）の■■

『■■ / ■■』
個人情報送信時の■■■■■

　↓

■■■■■■■■■■の利用、宛先・受領確認

『■■ / ■■』
■■■■（PC）の■■

　↓

■■■の注意、■■■■■■の取り扱い

『■■ / ■■』
個人情報保存時の■■■

　↓

■■等をもちいた施錠

『■■ / ■■』
データの■■■■

（■■■■■■の利用、■■等の■■）

· 個人情報破棄のポイント
企業が個人情報の■■■■を起こせば「■■■■■■■■■」ことになります。信用のみでなく、当然「■■■■」となり行政より罰せられ、被害者から訴えられれば「■■■■」の対象ともなります。

■■■■■■■■■■ことは、リスクを冒すことと考えられます。

もしも■■■■■■■■■■が保存されている場合には、■■■■■■■■■■のが、現在の正しい経営判断と言えます。

例 ： 「氏名・生年月日・住所・性別・メールアドレス」を収集したが、利用目的を考え直すと「氏名・住所」は不要なことが判明。個人情報データベースから「氏名・住所」を削除しした。

· 事業者が行っておくと良いこと
１．本人からの個人情報開示要求があった場合に備え、■■■■■■■■・公表をすると良い

２．■■■■■■■■■■の策定・公表をすると良い

３．個人情報がからむ■■■■■■■■■■

４．■■■■■■■■■■が必要

· 消費者のできること
１．事業者に対して、■■■■■■■■■■■■■■等を

　 求めることができます。

２．事業者が法律の義務に違反して個人情報を取り扱っている時は

 　その■■■■等を求めることができます。

· あなたの大切な個人情報を守るために
自分の■■■■■■■■■■■■■でください。

■■■■■■に回答することを通して、個人情報が収集されることもあります。

個人情報を提供するときは、■■■■■■■■■■■■しましょう。

個人情報が思わぬ利用のされ方をして事業者とのトラブルの原因になることがあります。

· 消費者からの事業者のチェック
事業者が個人情報の保護のために真剣に取り組んでいるかチェックしましょう。

１．■■■■■■■■■■■■（個人情報に関する方針を公表するなど）は示されているか

２．個人情報の■■■■■■は、はっきり示されているか。

３．利用目的に照らして、■■■■■■■■■■■■■■■■■■。

４．■■■や■■■■■■等の連絡先はきちんと示されているか。
























